
講座風景 ごみ分別ゲーム風景

省エネ・環境教育推進事業 実施報告書
                                         

実施日 2021 年８月１０日（火） 10：00～11：00

実施メニュ－ ごみのお話及びごみ分別ゲーム（メニュー番号：４１５）

対象 小羽山学童保育クラブ 実施場所 小羽山ふれあいセンタ－２階ホール

対象者 学童保育クラブ生徒 人数 46 名

依頼側担当者 清水洋子 先生

実施者

（団体名及び氏名）

講師 UNCCA 木原及び太田、支援者：松井及び殿河内(UNCCA)

立会者 依頼側先生 5 名

   

  実 施 内 容 小羽山学童保育クラブの児童（46 名）を対象にして、パワ－ポイントで作成した教材を、

用いて、２部構成で以下の講座を行った。

1. ”ごみ”をキーワ－ドにした以下を含めた地球環境全般のお話

    ・ごみってなに？

    ・地球温暖化とごみの関係

    ・ごみ拾いの経験の有無やごみ拾いのメリット

    ・ごみ排出時の注意事項

2.宇部市の”ごみ分別の方法”とごみ分別ゲーム

   ・宇部市の家庭ごみ（９種類）の出し方

・びん、カン、ペットボトルなどを出す時に注意点

    ・20 種類のごみの名前表示カードによる 3 チ－ムに分れた分別ゲーム

      ・答え合わせによる再学習

    ・復習問題実施

★今回の正解数及び正解率 （カード枚数：20 枚に対して）

    赤チ－ム： 11/20＝55％        青チ－ム：15/20＝75％、

黄チ－ム：13/20＝65％         全体平均：39/60＝65％

  備   考

  感想・反省

① 前半の“ごみ”一般の話の中で、ごみ拾いをするとどんな良い事があるかという問い掛

けに対して、多数の手が挙がり、街がきれいになると云う様な一般的な回答に加えて、

“気持ちが良くなる”とか、“心もきれいになる”という回答を得て、講師一同感服した。

② ゲ－ムの答え合わせの後、復習問題を行ったが、3 問とも声を揃えて正答を選んで貰

ったので、学習の成果は上がっていると確信した。


